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要約 : アフリカ諸国の農業発展に農業普及事業が大きな鍵を握ると期待され続けて久しいが 実際には多く
の陥穽にあえいでいる この状況に風穴を開けるべく積極的に展開されている現職普及員のための能力向上
教育訓練 SAFE : Sasakawa Africa Fund for Extension Education プログラムがある 本稿ではガナ
とエチオピアの現地調査を元に SAFEプログラムの現状と卒業生の効果感を取り上げ このプログラムの
成果と課題について検討した
その結果 SAFEプログラムは 同国の農業を取り巻く深刻な環境劣化や厳しい財政状況の中にあって 綿
密な計画の下に実施される実習など独自の教育方法を通じ 現場において農民農業普及員の双方に 気付
き を中心とした積極的な態度を植付ける一方 連邦州の各組織において 実践的な農業普及員が集団と
して政策等に影響を及ぼす基礎を築きつつあると見られた こうした点で SAFEプログラムはアフリカ農
業活性化の可能性を開くものとして 今後の動向に注目すべきであろう
キワド : アフリカ エチオピア ガナ SAFEプログラム 農業普及教育
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は じ め に
アフリカ農業開発の中で 農業普及事業及び教育の重要
性は これまでにも頻繁に指摘されてきた
例えば 世界銀行は +31*年代以降農業普及事業を農業
開発の大きな柱の一つと位置づけ +32.年に体系化された
T & V Training and Visit 方式による農業普及をその
中核に据えてきた+ 具体的にアフリカにおける T & V
は +32,年のケニア 2.年のコトジボアルのパイロッ
トプロジェクトを皮切りに 2* 3*年代を通じて -*数カ
国へ展開された +*年経過した +33-年 +月アクラ ガ
ナ とアビジャン コトジボアル において アフリ
カにおける T & Vの機能強化のためのワクショップが
開かれ その成果が確認された T & V導入最大の効果は
普及組織運営に新風を吹き込んだこと その結果訓練が
行き届き 運営がスムズになされ 普及活動の効率化が
進んだ,とされた確かにこの指摘は自画自賛の謗りを免
れないかもしれないが 一方で T & Vはそれまでの普及
システムよりはましである 少なくとも空調の効いたオ
フィスから外へ出る契機となった-という指摘にも見ら
れるように 実態として普及組織のあり方に変革がもたら
されたと考えられる
ところがこの +33-年の会議でアフリカにおける T & V
が 改良 を容認したことにより 変質したとみられる
例えば 原則としてあげられていた普及員一人当り対象農
家数が + : 2**から + : +,,**に拡大されたこと それは T
& V発祥地アジアと異なる経済社会環境から 仕方がない
こととして認められたのだったが その一方同じ会議で確
認された目標限られた資源の集中を促し普及効果の希薄
化を防ごうというのは整合性が取れない さらに同じ経済
逼迫状況から 月例技術研修会 MTRM : Monthly Tech-
nology Review Meetingを隔月にするなど T & Vの最
も重要な基本を無視した動きが進行してしまい 結果とし
て成果が上らなくなってしまった こうした現状に T &
Vは 受入途上国にとって 世銀の融資条件以上の意味を
持たない という批判がなされている.
一方 FAOは 農民の参加と手続きの透明性を重視し
農民現場学校 FFS : Farmer Field School という形式
の普及方法を展開している これは元	統合型病害防除
IPM : Integrated Pest Management と結びついたもの
として展開された +農期間 約 2+,週間 にわたって形
式にとらわれずに 農民自身が圃場試験を行うものとされ
ている この間農民は問題解決能力や栽培管理技術を習得
し さらに集まった農民同士の交流によってコミュニケ
ション能力やリダシップ能力涵養も期待されている
特に重要なのは FFS実施の際に普及員や訓練を受けた
NGO職員が導入助言を行うなどファシリテタとし
ての役割を担うことである 現在アジアをはじめ南米でも
広く導入され 効果が上がっていると言う/3
またアメリカ援助庁 USAID の動きとしては 農業関
連全体予算の縮小傾向の中で 普及関連ははっきりとアフ
リカにシフトしており ,***年には +,0**万ドルがアフリ
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カ向けに拠出されている これは農業普及関連予算全体の
2割に達するものである しかしながらUSAIDは 2*年代
以降単独の 普及プロジェクトからは撤退しているため
これらは普及事業が構成要素の一部となっているプロジェ
クトの中で NGOや民間団体を実施機関として行ってい
るものがほとんどとみられる.
一方アフリカ諸国のこれまでの農業普及事業の展開を概
観してみると 例えばガナでは 独立直後には対象農民
を限定した上で資源を集中し その波及効果によって 全
体的な 近代化 を図ろうとしたが成果が上らず 2*3*
年代には T & V方式を導入した しかしその後グロバ
リゼションの潮流の中で 地方分権化や民営化が推進さ
れ 新たな普及方法の模索が続けられている+*
またケニアの事例によれば サブサハラアフリカ諸国
における農業普及事業の将来は 情報流通の持続的かつ効
率的な運用によって切り開かれるとしている 具体的に
は 現在ケニアの農民の ,-割が普及員から技術情報を
受け取っているとみられるが その情報が不十分であり
農業開発上成果が上っているとは言い難い これは一つに
は 情報そのものの有用性に問題があり さらに深刻なの
は情報や技術を開発する側試験研究者の能力が低く ま
た意欲も低いと見られることと指摘している++
さらに本稿に直接関連のある日本財団傘下の笹川アフリ
カ協会とジミカタ元アメリカ大統領主宰のカタ
財団の共同プログラム SG,*** 	Sasakawa-Global ,***
では +320年ガナ スダン ザンビアを皮切りに ア
フリカ十数カ国に対して 主食穀物 	メイズ等 の改良品
種と栽培技術の提供を通じた農業普及を推進している 活
動の原則は知識を刺激する 実践を重んじる 受
入当事国の普及システムと連携する 普及員訓練 受
入当事国の新たな挑戦に際して協力する 駐在代表の自
由度を高め機動力を生かすなどとしており 具体的には既
に開発確立されているが 小規模農民の現場に広まって
いない技術を取り上げ 比較的大きな農家圃場 	+*/* a
における実証展示を中心とした普及方法を展開している
またこれまでに提供してきた技術としては 不耕起栽培
法 高タンパクメイズ品種 農産加工法 施肥設計と肥
培管理 貯蔵と収穫後技術などであるが これらを導入し
た農家は既に収量が倍増し 各国農業普及システムに大き
なインパクトを与えているという+,+-, +0, +1, ,2
以上のようにアフリカにおける農業普及事業の展開は
概観しただけでも様
な方法が提唱され 実施に移されて
きたことが分かる それはとりもなおさず農業普及事業が
農業開発において重要であると考えられ その果たすべき
役割への期待が高いと受けとめて良いだろう
そこで本稿では そうした方法のいずれにおいても常に
重要な要素である普及事業の担い手養成に焦点を当てるこ
とにする その理由は どのような方法手段を採用しよう
とも それを運用していくのはまず第 +に現場で農民と接
する普及員たちであり 彼 	彼女 らの能力向上が 農業
開発に関わる農業普及事業の最も基本的な条件であると考
えられるからである さらにアフリカ諸国において一般に
普及員は高卒以上の専門課程を卒業する必要があるが そ
うした段階まで進める生徒は極めて限られており そのこ
とも原因となって普及員には 余計な プライドが高い者
もおり しばしば農村現場との軋轢も生じている その結
果 農村における問題点の把握ができないばかりか 必要
な情報を農民に伝えるという能力も不十分である場合も多
い したがってアフリカ農業開発において 普及員の実際
的な能力の向上が いずれのプログラムにおいても極めて
重要であることは言を待たないであろう 同時に普及員の
育成は 我が国でも本年 .月より法改正がなされ 現職普
及員の再訓練や専門職大学院構想が具体化するなど 途上
国のみならず先進国を含めた世界的な問題ともなっている
趨勢も無視できない
具体的に続く第 +章で農業普及事業の担い手養成の事例
として 上記 SG,***の普及方法 ガナにおける普及
員 	再 訓練 教育 	SAFE : Sasakawa Africa Fund for
Extension Education ; 普及教育のための笹川アフリカ基
金 プログラムを取り上げ その概要を紹介する 第 ,章
以下で ガナ及びエチオピアの調査結果をもとに
SAFEプログラムの現在までの成果と 今後の課題 将来
展望などを検討する
+ ガナにおける SAFEプログラム+.
SAFEとは ケプコスト大学 	UCC : University
of Cape Coastをはじめアフリカ諸国の大学で実施され
ている現職農業普及員訓練プログラムのことである 	表 +
参照 その名が示す通りこのプログラムは日本財団を背
景とした我が国のNGOである笹川アフリカ協会 	SAA :
Sasakawa Africa Associationが主として資金提供をし
教育内容及び方法をアメリカのNGOウィンロック国際研
究所 	Winrock International と共同で開発したもので
ある なおこの方法は元
BAWDENらによって オスト
ラリア西シドニ大学で考案実践されたものをベスに
している+/
 SAFEの目的
SAFEプログラムの目的は以下のようなものである ;
アフリカ諸国の農業大学の農業普及カリキュラム再構
築 教育方法教材開発の支援
中堅農業普及員訓練実質的普及活動担当者の教育訓練
拡充 機会の保証
職務 職責に対する積極的態度の涵養
カリキュラム改革を契機とした組織活性化 など
このように SAFEプログラムは 農業普及事業の中心
となる人材を育てるため まず教育機関にメスを入れた
これは持続的な将来展望を示唆し 各国 各大学間交流
協力の道を開こうとしているものと思われる その表れが
東アフリカ 西アフリカ地域別に開催される技術的ワク
ショップを通じた情報交換であり またその方向性として
単なるカリキュラム改革に留まらず 組織の活性化をも視
野に入れたプログラムの樹立となったと言えよう
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次にプログラム入学条件には以下のようなものがある ;
-年以上の実務経験
-*才以上
女性候補者の積極的登用
この条件から対象となる学生は 一般の学生ではなく
現職参加に狙いが当てられていることが明らかである
従ってこのプログラムの第一の受益者は当然ながら参加者
本人であるが 職員である彼 彼女 を送り出した職場も
重要な受益者の一人であり 広くは政府もその中に入る
すなわちこのプログラムでは 農業普及事業を核とした農
業開発に関わる全ての関係者を巻き込むことを意識してお
り それらの密接な連携を目指している
さらにこの条件をみると 現在アフリカにおいて必要と
される農業普及員像が浮かび上がってくる すなわち実際
に T & Vや FSSなどを通じて農業普及を遂行する ある
いはより大きな農業開発を促す核となる存在の中堅農業普
及員が絶対的に不足しており しかも彼 彼女 らは現場
での経験はあるものの それらを体系付ける機会に恵まれ
ていない と認識している点である そこに教育訓練の機
会を集中しようという意図が明瞭に出ている
また条件の -番目は アフリカでは農業を担っている
のは女性だが 農業普及員は男しかいない といわれる
ジェンダのアンバランスに配慮し 現状の打開を目指す
ものと言える 具体的にガナでは 女性参加によって現
地の調味料である dawadawaの改良プロジェクトが後述
の SEPに取り上げられ 元の原料であったイナゴマメ
locust bean の代わりにダイズを利用する方法を紹介し
大成功を収めるなど 女性の視点が生かされた事例も見ら
れる+1
 実践教育 SEP
SAFEには このプログラム独得のしかも非常に重要な
教育内容として SEP Supervised Enterprise Project/
Practice ; 監督の下での実務研修 の存在がある 表 ,参
照 これはキャンパス内での学習の後 農業普及現場に
帰って理論と実際のギャップを埋めるべく 在学中に長期
の実習を行うものである 提唱者の KOLB+2 BAWDEN+/ら
によれば SEP実施上の .原則とは  学びの経験 の
提供 職務と密接なつながり 農業現場の経験に立
脚 監督指導を受けること すなわち大学正規科目と
しての位置づけ ということになる 特には 受講する
学生にとってのメリットもさることながら 指導する大学
教員にとって実態社会 普及現場への接近の機会を与え
学生を通じて OJTを行うと共に 現場の状況を講義に反
映させることが出来るなど 大学教員をして その関連
性効果の点で彼らの講義と実態を比較する機会を与える
ものと捉えられ SAFEプログラムの目的にある 組織活
性化 の重要な柱となっている+3,*
UCCにおける SEPの事例
UCCで行われている SEPは表 ,によれば先の .原則に
則って様な角度から集約的な準備 数種類の事前学習
を行い 適切な契約 大学教員と現地監督者の役割分担
の下で 実習現場における指導と 事前事後の大学内にお
ける理論学習の有機的な結合を図ろうとしている様子が分
かる
, エチオピア版 SAFEプログラムの概要
 SAFEプログラムの発足
+331年連邦農業省アレマヤ大学 SAA, Winrockに
よって 現職農業普及員訓練のための共同プログラム樹立
が確認され アレマヤ大学を拠点に エチオピア版 SAFE
がスタトした
但し予想以上に準備時間を費やし 実質的な開始は当該
学年途中からになってしまった 準備に手間取った最大の
要因は 当初各州農業省との連携がうまくいかなかったこ
とでありエチオピア全 +0州の内最初から参加をしたの
は北部の数州に限られた これは現職参加を企図したプロ
グラムだったため プログラム参加中	研修中 職場に不
在にもかかわらず当該職員 学生 の経費負担を州当局が
担当しなくてはならないという条件に 財政的に難色を示
すところが多かったためである
現在では卒業生が各地で活躍し 連邦 各州農業省その
他関係機関の信頼も厚く エチオピア全土から学生が集
まっている 表 -参照さらに ,**,年 +,月第 +週にこれ
ら卒業生 .期生までを一同に集め第 +回の同窓会を開
催し フォロアップにも力を入れ始めた
表 + SAFEプログラムの実績 +33-,**.現在
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 カリキュラム改正
エチオピア版 SAFEは ,期生の卒業を待って ,***
年当初カリキュラムの見直しを行ったカリキュラムは
元SAFEの原則に則り SEPなど中核的な科目を軸と
して 対象国の当事者間で設定するもので それぞれの国
の実情に合わせた科目配置 内容になるように工夫されて
いる 当地では -年間の教育実績をもとに SAFE科目の
有効性について 卒業生全員 各当事者代表 その他関係
者にアンケトを送付また適宜インタビュを行い カ
リキュラム改正を行った 具体的な例として 作物保護
家畜衛生 の ,科目を削除し 土壌作物栄養 を 土
壌学入門 に縮小改編を行なった 一方新たに 経済学入
門 農業統計 農業金融 マケティング の導入
など経営経済面の強化の様子がうかがわれる また 農
村組織 社会心理及びグルプダイナミクスを改編し
農村社会学 と マネジメント 組織及び変革 の導入
などが行なわれた,,
 教材開発
SAFEは独特な教育プログラムであり カリキュラム開
発とともに 教材も独自に開発しなくてはならない すな
わち各国それぞれの事情に合ったしかも実際的な教材が求
められるので 理論的科目においても 一般の教科書類を
そのまま使用できないということである
アレマヤ大学の SAFEでは カリキュラム作成と同時
に 最もふさわしい担当者を選び その担当者が カリ
キュラムに沿ってあらゆる先行研究 教科書等から必要な
トピックを拾い出して科目を構成し講義ノトを作成して
いる 当たり前のことであるが このような作業が教員の
教育力向上に大変効果的であることは言うまでもない さ
らにこうした講義ノトを整理し 他の教官や新任者で
も当該科目が担当できるように 全科目に 教授用資料
teaching package を作成した そこには 講義時に用
いる OHPシト等の教材教具及び資料なども含まれて
いる
これを SAFE専用資料室 resource center に保管し
表 , SEPの概要
表 - +.期生までの出身地域分布
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教官が誰でも閲覧できるようにし 講義情報の共有 不必
要な重複を避ける等に有効 あるいは教育内容方向の
維持刷新に役立てている この方法は ともすると独善的
な講義に陥りやすい大学教育の改善方法としても注目され
て良いだろう
- 卒業生にみるエチオピア版 SAFEプログラ
ムの効果感
約 /年が経過した同プログラムの成果に関して 卒業生
の効果感を聞取りによって抽出すべく 個別調査を試み
た
以下まずインタビュ調査の結果概略を記し 次にそ
れらを表 .にまとめ さらにいくつかの焦点となる事項に
ついて検討を加える
 調査の概要
a 目 的
SAFEプログラムの成果を把握する基礎資料とするた
め 卒業生に対して以下の項目を中心にインタビュす
る ;
SAFE参加の動機とその達成度
最も有効だったと思われる教育内容とその理由
最も効果が薄い不十分だったと思われる教育方法とそ
の理由
その他
b 方 法
上記の目的を達するため 以下により調査を行った
まず調査対象選択については SG,***エチオピア事務
所 連邦農業省 アレマヤ大学 SAFE担当者らと事前協議
を行い卒業年次地域バランス等を考慮した上で /人の
候補者の推薦を受けた
次に調査方法として 質問項目を準備した上で 面接法
により調査を行った 具体的には 調査対象者の職場へ直
接訪問し それぞれインタビュと現場視察を合わせて
,.時間程度実施した
c 実施期間
,**,年 +,月 +*日から ,*日まで
d 調査結果 + : 卒業生の SAFE参加までの経緯と SA-
FEに対する効果感
A氏 第 +期卒業生 ハラル州農業省農業普及部所属
既に +*年近くの現場経験をもっていたA氏は 担当地
域の主作物であるメイズとソルガムにダメジを与える害
虫ズイムシこそ農業生産阻害要因であると考えていた
が実際に SEPの方法に則って農村現場で農民からの聞
取りを進め ズイムシの深刻な状況を再確認した
そこでこのズイムシ対策 しかも現場を良く知る彼に
とってはより安価で持続性のある方法を模索した そんな
中で彼は資料室で好適な事例を見つけたそれはLEISA,-
という雑誌の記事の中にあった カメルンで在来の植物
を利用してズイムシ防除を行っているというものだった
早速この方法を学内で試験した後 学外 SEPに導入する
ことを決めた
具体的には Jimson weedとよばれる植物あるいはパ
パイヤの葉から抽出した溶液を 希釈して冷暗所にしばら
く保管した後 適時に散布するというものであった この
方法を学外 SEPの際に対象農家に伝え 実施してもらう
ことにした その結果担当地域全域約 +**戸で採用され良
好な結果を得た すなわちそれまでズイムシによって平均
+2-*の減収を被っていたものが軽減されたという
SAFEプログラムを卒業し そのまま担当地域で普及活
動を続けるうちに彼は農民から面白いことを聞いた それ
は上記の ,つの植物の代わりに 昔から当地に自生してい
る Jumbo	 と呼ばれる植物を使ってみても同様な効果が
あり しかもこちらの方が強力であるというのだ 早速そ
の効果を検証してみると 事実殺菌効果がありしかも彼が
導入した ,種の植物よりも強力であることが確認された
このように SAFEが提供した普及方法 材料 試験施設
などを有効に利用し 文字通り双方向の交流が実現された
のである具体的に当地在住の 0*歳になる農民は 
この草
がここにあることは知っていたが それを殺菌に使おうな
どとは考えもよらなかった 試してみたらこちらの方が強
力なので この草があるときにはこちらを使う と語って
いる つまり Jumbo	 の有効性に 
気付いた というこ
とであり 換言すれば SAFEのはたらきかけによって 農
民自身が地域の在来素材の再発見あるいは意識化を達成し
たとみることができる
B氏 第 ,期卒業生 NGO私立農業技術訓練大学校農
業環境部農業普及主任
B氏は ドイツの NGO Menschen fur Menschen	 の
設立した訓練大学校の 農業普及部訓練助手として /年間
過ごした後 SAFEに参加した
そもそも B氏が SAFEの存在を知ったのは 緊密な協
力関係にあるハラル州農業省からだったが 参加希望の
理由としては 知識技術の向上を目指す上で生涯教育の
必要性を感じたこと 当時の彼の短大専門学校卒資格
Diploma では 給与昇進に限界があること などで
あった
SAFE在学中の最大の発見は SEPを核とした 
実践的
学習にあったというすなわち指導教官らの監督の下で
農民とともに学び 実行するという姿勢を学んだことであ
る むろん彼の所属するNGOも 所属長の下で農民とと
もに働くのだが どうしても 
この方法が最適 あるいは

この方法でやるべき といった いわゆる 
押し付け
換言すれば 
我が教師指導する側の人間だ 
我の
方が農民より知識が豊富だ という意識が強く ともする
と他の地域で散見されるようなNGO撤退後の持続性に問
題が起きる危険性を孕んでいた
そうした状況下 SEPを通じて学んだのは NGOや普
及所といえども絶対ではなく 提供する技術も農民が主体
的に選択する一つのオプションとして提示し ともに考え
行動する パトナあるいはファシリテタであるべ
きと言うことだった
現在訓練大学校の農業普及主任として 学生および農民
の指導を担当しているが この SEPの思想概念を取り
入れ できるだけ現場でモノを考えるように 各コスの
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普及学の時間は 午前実践午後理論という形をとり 積
極的に現場に出て行くように指導していると言う
また,**,年+,月1 2日アレマヤ大学においてSAFE
プログラムの卒業生を一同に会し 同窓会の発足式典が行
われた この際に B氏は同窓会長に選出された
C氏 第 +期卒業生 連邦農業省農業普及局
現在は州農業省から連邦農業省へ昇格した C氏は +/
年の現場経験をもとに ステップアップの手段として
SAFE第 +期に臨んだ
SAFEの特徴は 実践的な技術と理論的な背景 手順等
が統合されていた点にあった 例えば学外 SEPにおいて
は通常の普及活動と異なり 自ら準備をして計画書を作成
し まずそれを発表することで 人にものを伝える技術
発表の仕方 質問の答え方などを総合的に学び しかもそ
れをパスしなければ学外 SEPに進めないという緊張感に
満ちた経験をした さらに学外 SEP実施中も教官その他
関係者の監督評価を受けるので 現職のときと異なった環
境と対応を求められた 遡って学外 SEPの準備段階とし
てカリキュラムに組み込まれている学内 SEPについてだ
が これはグルプ単位で アレマヤ大学周辺の農家に普
及パッケジを提供するものである この学内 SEPを通
じて毎週末約 2ヶ月間一農家と接触を続け 農民との交流
表 . エチオピア版 SAFEプログラム卒業生の概要と効果感
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を基礎から学びなおす機会が与えられたのも非常に効果的
だった
但し第 +期生だったこともあり 前述のA氏のような
資料室の有効活用の事例もあるが やはり参考資料の不足
は否めなかったようで 特に +/年の経験を持つ C氏に
とっては 情報不足が不満だったようだ
D氏 第 +期卒業生アルシネゲレ地区農業普及チム
リダ
SAFE参加以前に 現場普及員からはじめて +-年間の
経験をもち +33-年 SG,***エチオピア立ち上げの頃か
らSG,***に関わってきたD氏はアレマヤ大学のSAFE
発足以前から 先行するガナのケプコスト大学で
の同プログラムの動きなどを承知していた 従ってアレマ
ヤ大学 SAFE開始に 真っ先に名乗りをあげたと言う も
ちろん最大の動機は学歴向上による昇進の機会確保であ
り 実際現在彼は同地区の普及事業のチムリダと
なっている
彼が指摘する SAFE最大の効果はやはり SEPにある
彼は ジャガイモの保存に関するプロジェクトを構想し
アレマヤ大学 SAFE事務局から CIP,.ケニア事務所を通
じて CIP本部 ペルとコンタクトを取りジャガイモ
貯蔵の適正技術に関する情報を入手し それを参考にしな
がら当地でのプロジェクトに取り組んだ その結果 0月
初めに貯蔵庫を設置 同中旬からジャガイモの貯蔵を開始
し 3月下旬まで保存した後市場出荷したところ 0月の収
穫期には +** kg, // Birr エチオピア現地通貨ブル
,**.年 +月現在 +ブル約 +-円 だったものが 3月に
は +.*Birrまで高騰し 農家収入も倍増するなど大成功を
収めた
このように D氏によれば 確かに C氏の指摘する通り
SAFE発足当時の資料室は不十分だったと言えるが
SAFEの情報チャンネルを利用すれば 地区普及所や州農
業省などをはるかにしのぐ 最新かつ有益な情報を入手す
ることができるという
E氏 第 .期卒業生 南部地域農業省アワッサ地区農業普
及チムリダ
1年間の現場普及員 2年間の農業普及監督官を経て第
.期生として SAFEに参加した SG,***が浸透している
この地域で SAFEプログラムに関しても 認識が広がっ
ていたが 彼は理論的知識能力向上を目的として SAFE
に参加したと言う
第 +に 学内 SEPの効果として 当時彼のグルプで
は 特定地域に対してメイズの適正施肥法を普及しようと
していた この過程で彼は 農民自身が意思決定をするの
であり 彼らは同時に研究者でもあるという実感を持っ
た そして彼は 自分の立場である普及員とはファシリ
テタである という普及の基本を体験から学ぶことに
なる
この経験を生かし ,年次の学外 SEP準備段階から 農
民主導の技術開発 普及を心がけた まず +年次末の休暇
期間に当地へ戻り 農民の切実な問題を把握するように努
めた その結果南部州 特に天水に頼っているアワッサ地
区の農民にとって 不安定かつ不足気味の降雨が最大の問
題であることを再確認した これにより彼の SEPテマ
は 耐乾性作物の普及となった 大学に戻り上記の条件に
合う作物を探すため 大学図書館の文献等情報収集にあた
り 耐乾性もあり食料と同時に家畜飼料としても活用でき
るサツマイモを取り上げることにした さらに図書館の文
献渉猟の過程で 地元アワッサの IAR 国立農業研究所
が早生かつ高収量のサツマイモ品種を開発したという記事
を見つけ早速 IARと接触しそのサツマイモの新品種を
SEPの素材とした
学外 SEP実施においては +*戸の農家に対し サツマ
イモの新品種を提供し 栽培管理指導をすると共に 家
計栄養の専門家を招き サツマイモの利用法についても
指導を行ったこうした多面的活動の結果当初の +*戸の
みならず近隣農家にもサツマイモが広がりつつある これ
は ,**,年 ,月の卒業以降も 定期的に接触して確認して
いるところである
e 調査結果 , : 入学動機と職階の変化
SAFEの目的の第 +には 理論的知識能力向上を目的
とした いわゆる生涯教育継続教育の重要性が指摘され
ている 一方短大専門学校卒資格では 給与昇進に限
界があること 従ってキャリアアップの手段としての側
面も重要である
後者に関しては表 .からも明らかなように 今回イン
タビュを行った /名の卒業生は 既にそれぞれ昇進し
ていた 中には州農業省から連邦農業省へ移動したものも
あり 彼らの入学動機の第 +であった昇進についてはほぼ
満たされていることがわかる 一方 ,**+年に SAFE事
務局が行った卒業生の追跡調査 表 /によってもその多
くが昇進しているという結果が出ている
また同表から 最も重要な普及関係職員数が 入学時点
の -0から 03とほぼ倍増したこともわかる しかし同
時に 職階の上昇に伴い直接の普及現場から離れてしまっ
た様子も覗えるので この点は注意すべきであろう
一方 NGOへの移動が 当初から NGO所属の第 ,期生
+名を除いて /名みられるが 事例調査のようにNGOと
いっても農業普及関係の職についているならば あながち
流出とも言い切れない しかし経費負担からすれば 明ら
かに入学当時の職場からの持ち出しということになり 問
題なしとは言えない こうした点も 追跡調査 また同窓
会活動の活発化などによって 適正な措置を講じる例え
ば当該 NGOからある程度の寄付あるいはこれからの学生
のための基金を設立するなど 検討されてしかるべきであ
ろう
さらに進んで SAFEの卒業生たちは上記 ,つの側面か
ら より高度な訓練機会を望んでいる
. SAFEの成果
 ガナにおける成果
ガナ UCCのスタッフは以下 ,つの効果を強調した ;
a 現場との密接なつながり
先述した通りかつてナイジェリアの大学教授は T & V
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システムを評して T & Vはそれまでの普及システムより
はましである 少なくとも空調の利いたオフィスから 強
制的にでも外へ出る契機となったのだから-と皮肉を込
めて述懐したことがあったが SEPにおける現場とのつな
がりはさらに深化している例えば T & Vの原則では農
民との接触は ,週間に +回の定期的なもののみであるが
SEPでは学生として通常の業務を離れて重点的な接触が
出来る しかも SEP実施地域は基本的に学生の元の担当
地域であり こうした密度の濃い交流が SAFEプログラ
ム修了後に活かされることが期待できる
b 関係機関受益者stakeholderとの密接な連携
学生個人ではなく 多様な stakeholderを積極的に取り
込むことにより SEPを 学生プロジェクトとしてではな
く 地域開発プロジェクトの一環として認識してもらう
ことに成功すれば 持続的開発への可能性が広がる また
T & Vの陥穽として やはり ,週間に +度の専門技術員や
指導官による現場普及員訓練 Tが硬直的な一方通行の
伝達に終わりやすい点が上げられる 通常業務に忙殺され
てしまうことも要因の一つだが 試験研究の方でも ,週
間毎に新しい技術や改良農法を次から次に生み出すことは
不可能である 本来この訓練Tの部分では 現場からの
問題点の吸い上げが期待されているのだが 硬直的な環境
ではそれも難しいこの点 SEPでは従来の上司である専
門技術員や監督官だけでなく 大学や関係企業団体など
多彩な stakeholderとの連携もあり また既に学生自身が
様な理論的訓練を受けており それを応用するチャンス
でもあることから 活発な議論が期待できる
などというものであり 何れにせよこの SEP, SAFEプ
ログラムの進行発展は広く実施されていた T & Vシス
テムを補完し より実効が挙がるように支援し得るのみな
らず FSSなどその後の新しい普及方法の効率化をも図る
存在になるとみて良いだろう
 エチオピアにおける成果
SAFEの成果には 職階の変化 はじめ様なものがあ
げられているがエチオピアの調査結果から B氏はじめ異
口同音に指摘されているように SEPを核とした 実践的
学習すなわち指導教官らの監督の下で農民とともに学
び 実行するという姿勢を学んだこと というのが最も大
きいようである それは逆説的には これまで同国の農業
普及というものがいかにトップダウンの一方通行であった
かを物語るものとも言え SAFEがそこに大きな風穴を開
けつつあることが分かる
同時に実践的な技術と理論的な背景 手順等が統合され
ていた点も指摘されている 例えば学外 SEPにおいては
通常の普及活動と異なり 自ら準備をして計画書を作成
し まずそれを発表することで 人にものを伝える技術
発表の仕方 質問の答え方などを総合的に学び しかもそ
れをパスしなければ学外 SEPに入れない というように
経験をもとにしながらそれらを理論化していくという
SAFEの原則への評価が高いといえよう これを SEPの
実施ステップごとに整理したものが以下の表 0である
こうした実習体験により SAFEの受講生各をして
通常業務の効率化はもとより 様な方法の取捨選択 組
み合わせ 応用など主体的取り組みへの道を開くものと考
えられる 実際に NGOに戻った後 SAFEの経験を生か
し 普及活動や後進の指導に工夫をするなどの事例も見ら
れた
また CIPとの連携など見られるように SAFEの情報
チャンネルを利用すれば 地区普及所や州農業省などをは
るかにしのぐ 最新かつ有益な情報を入手することができ
るという点も見逃せない 提供すべき最新技術 適正技術
のデ	タバンクが広範かつ詳細であることは農業普及事
業推進の重要な柱の一つだが 発展途上国の 特に地方農
村現場ではそうした情報にアクセスすることが極めて難し
い そこに効果的な情報伝達経路をもたらした成果は大き
いといえる同様に SEP準備の際に図書館の文献から地
元の農業研究所が早生かつ高収量のサツマイモ品種を開発
したという記事を発見したという点も重要である本来
地元研究所の研究成果が周辺地域に波及されることが期待
されているのに 途上国に多く見られる情報混乱の状況下
では必ずしも効果が上がっていないのが現実と言えよう
以上のような成果をまとめてみると ;
SAFEの方法に則り 農民の必要を十分に理解し適切な
方法を導入したこと
方法選択の際 SAFEの準備した資料室等が活用され
表 / アレマヤ大学 SAFE第 +,期生の職階の変化
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既に確立されていたが 必ずしも必要とされる当該現場
に届いていなかった技術を採用できたこと
そうした働きかけに対し 農民の側で主体的に在来種を
導入し 効果を上げている事例も見られること
などがあげられるだろう
そこでこうした成功の要因について検討してみると以下
のようになる ;
第 +に経験豊富で非常に熱心な普及員であったこと
第 ,に 優秀な農業普及員が各地で競争の上に推薦され
てきたこと
第 -に 普及員と担当地域の農民との間に 信頼関係が
築かれていたこと
第 .に 州農業省普及局がいたずらに配置転換を行わ
ず 継続性が保たれていたこと
など恵まれた条件にあったことは見逃せない事実である
このように個の差はあれ 上述の SAFEプログラムの
卒業生たちは 各地で非常に精力的に活躍している これ
は当然ながら上記の前提条件が大きく作用していると言え
る しかし現場での経験に基づいた技術の上に それを統
合し さらに継続的学習の必要性に 気付かせた 意識的
に捉える という点で SAFEはプログラムとして大き
な活力をもっていることは疑いないところであろう
以上のように SAFEプログラムの取り組みは ガ
ナ エチオピアをはじめその他のアフリカ諸国で成果を上
げつつある それは現状のこれら諸国の農業普及事業のシ
ステムを質的な面で補完し 実効が挙がるように支援する
ものであることは間違いない もちろん他の難問の一つで
ある量的側面の課題解消についても このプログラムで
育った実践的な普及員が増加することによって 普及員候
補生のみならず周囲の意識変革 	普及員の地位向上 が
農業普及事業を好循環に導く可能性を秘めている そして
将来的に これまでにも例えば世銀などが指摘しているよ
うに 先進国から与えられたモデルの不完全な模倣に止
まらない 各国独自の普及プログラム,/が誕生し得る可能
性も考えられる
/ SAFEプログラムの課題と将来展望
このように重要な成果を生みつつある SAFEだが 同
時に今回の調査で課題も浮かび上がった
アレマヤ大学総務担当副学長 BEZABIH氏によれば その
持続性についてはまだまだ外部からの支援にかかっている
と言う特に学外 SEP実施上移動手段の確保は最優先さ
れなければならない 農村部への訪問には車が欠かせない
のはもちろんであるが 道路事情の悪いエチオピアでは車
両の維持管理に多大な経費がかかると言う,0 こうした費
用が莫大なものとなるので 現状では自主財源では展開で
きない SAFEを将来的に他機関へ拡大委譲するにして
も この問題が非常に大きなネックであるとしている
しかしながら元連邦農業普及局長 TAKELE氏によれば
SAFEプログラムは 革命的 なものであり この成功を
受けて 各大学 各農業機関が独自に変革を遂げており
今後とも外部資金の導入が不可欠であるにしても それを
維持すべく全力をあげるに値するものとしている,1
具体的にエチオピアの多くの大学が アレマヤ大学同
様 理論に偏重していたことを改め 実践的科目を導入す
るとともに 短大専門学校卒業資格を持つ現職普及員
SAFEと同資格 に対して 夏期休暇を利用して ,
-ヶ
月間の集中訓練を複数年提供することで 大学卒業資格を
与え始めた このことは硬直化していた普及員養成 ある
いは教育制度そのものに変革を促した SAFEの効果とも
言えよう このように各国の中核的な大学教育機関と連
携をとることで 当該国への波及効果が期待できると共
に 事例にも見られたような先進事例情報の流通におい
ても 普及効果が高まると考えられる
また同氏によれば同窓会長 B氏が構想している全国規
模の農業普及員組織については 現場や地方政府内で実力
をもつ SAFE卒業者が中心になり 全国から働きかける
ことで実現可能になるのではないかと考えている そして
こうした全国組織が後押しをすることで それぞれの農業
機関組織の長に農業普及経験者が着いていくことが 農
業開発全体に好影響を及ぼすと考えている なぜならそれ
ぞれ個別の作目分野に偏ることなく 全体の発展を考え
るのが農業普及事業の基本であり 普及員はそれらを体得
していると考えられるからであるという
一方 ,**-年一杯で SG,***が撤退したガナにおいて
も 政府予算やUCC独自財源さらには他のNGOとの連
携によって SAFEは主体的進められるなど 着実に根付
きつつあるとみられる,2 これは当初から多くの stake-
holderを招き入れて進めてきた このプログラム故の持
続性と言えるのではないだろうか
そして初めに見たように現在 SAFE実施国は数カ国あ
るが いずれも導入時にトレニングワクショップを
開催している さらにその後それぞれの経験を持ち寄り
改善点を検討するためのワクショップなど テマ別の
集会も積極的に催されており 方法内容共に常に進化を
促す仕組みが整っている点も 将来に向けて明るい材料と
言えるだろう
むすびにかえて
本稿では アフリカ農業開発に資するべく まず大きく
アフリカにおける農業普及事業を概観した上で 中心課題
表 0 SEPのステップと効果 表 ,参照
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として人材の養成に焦点を当て 主としてガナおよびエ
チオピアにおける SAFEプログラムを検討した
その結果 SAFEは 現場において農民普及員の双方
に 気付き 再発見 意識化 を中心とした積極的な態度
を植付け 国州の各組織において 実践的な普及員が集
団として政策等に影響を及ぼす基礎を築きつつあることを
確認した
現在世界的に農業普及事業は大きな岐路に立たされてい
るが そうした中にあって SAFEの取り組みは 自覚的意
識態度の変化が全体の進化に可能性を開きつつあるとい
う意味で画期的なものと言い得る この点だけ取り上げて
みても SAFEの概念とその実際は アフリカ諸国のみな
らず 農業普及事業が岐路に立たされて久しい我が国にお
いても十分に参考になるものであり 今後の動向に注目す
べきであろう
本研究のためのガナ調査 ,***年 +,月 は 平成 +,
年度大学院高度化推進事業 東京農業大学大学院農学研究
科またエチオピア調査 ,**,年 +,月は平成 +.年度
文部科学省科学研究費補助金課題番号 +..*,*-, 日系食品
企業の海外進出と日本農業に与える影響に関する研究 の
経費補助を受けてそれぞれ実施した
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農業普及局等現地機関にご協力いただいた これらの方
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A Study on Vitalizing Agricultural Extension
Education in Africa
By
Hiroki INAIZUMI*
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Summary : Although many people have regarded agricultural extension programs as one of the most
important devices for agricultural development for a long time, in reality its potential has not been
fulﬁlled, especially in the African continent. To counter this situation, a new program has begun in
several African countries, namely SAFE (Sasakawa Africa Fund for Extension Education) Program.
In this study, special focus is placed on Ghana and Ethiopia, in order to understand the e#ects of this
program. The information is gathered through related literature reviews and interviews with
graduates. The analysis results show that one of the most important e#ects is developing an attitude
of AWARENESS, not only for trainees of this program, but also for farmers, which is brought about
through the program’s unique educational content and methods, including the Supervised Enterprise
Project known as SEP.
Key words : Africa, Ethiopia, Ghana, SAFE Program, Agricultural Extension Education
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